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守
屋
理
事
長
に
聞
く

電気通信普及財団理事長インタビュー「若手研究者の活躍・基礎研究に光を」
　
電
気
通
信
普
及
財
団
は
1
9
8
4
（
昭
和
59
年
）、
当
時
の
郵
政
大
臣
の
許
可
を
得
て
、
電
電
公
社
（
現
N
T
T
）
に
よ
る
寄
付
で

設
立
。
情
報
通
信
分
野
の
研
究
調
査
助
成
や
援
助
、
表
彰
等
を
中
心
的
な
事
業
と
し
て
活
動
。
2
0
1
3
年
に
公
益
財
団
法
人
と
し

て
認
定
さ
れ
、
昨
年
2
0
2
4
年
に
設
立
40
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
。
専
務
理
事
と
し
て
5
年
間
に
わ
た
り
財
団
を
支
え
続
け
、
昨

年
7
月
1
日
付
で
理
事
長
に
就
任
し
た
守
屋
学
氏
に
就
任
の
思
い
と
今
後
の
事
業
活
動
に
つ
い
て
聞
い
た
。【略歴】守屋学（もりや・まなぶ）氏。公益財団法人電気通信

普及財団理事長。1960 年 4月 28 日生まれ、東京都出身。東
京大学経済学部経済学科卒業後、1984 年 4月に日本電信電話
公社（NTT）入社。NTT（持株）第四部門資金担当部長、NTT
ドコモグループ事業推進部長、NTT ファイナンス取締役営業
本部長などを経て、2019 年 6月から電気通信普及財団専務理
事。2024 年 7月から現職。

　
―
昨
年
7
月
1
日
、
電
気
通

信
普
及
財
団
の
理
事
長
に
就
任

さ
れ
た
時
の
率
直
な
ご
感
想
と

就
任
か
ら
約
9
カ
月
経
過
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
手
ご
た

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
私
の
場
合
、
専
務
理
事
か
ら

の
昇
格
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な

い
任
命
の
形
で
し
た
が
、
専
務

理
事
の
後
任
が
空
席
と
な
っ
た

た
め
、
両
方
兼
務
し
な
が
ら
充

実
し
た
時
期
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
昨
年
度

は
、
当
財
団
創
立
40
周
年
と
い

う
節
目
の
年
で
、
周
年
記
念
企

画
と
し
て
、
記
念
助
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
こ
れ
ま
で
の
助
成
援

助
・
表
彰
実
績
集
を
電
子
ブ
ッ

ク
で
制
作
し
ま
し
た
。
ど
な
た

で
も
見
れ
る
よ
う
に
一
般
公
開

し
た
の
も
大
き
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
3
月
に
は
、
例
年
行
っ

て
い
る
贈
呈
式
の
対
象
者
に
も

参
加
い
た
だ
い
た
記
念
式
典
を

行
い
、
多
く
の
ご
来
賓
に
ご
臨

席
い
た
だ
き
、
温
か
い
お
言
葉

も
賜
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
そ
う

し
た
特
別
な
年
を
、
理
事
長
と

し
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
大
変

光
栄
に
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

財
団
の
長
い
歴
史
と
伝
統
を
受

け
継
ぎ
、
社
会
経
済
の
基
盤
で

あ
る
情
報
通
信
研
究
発
展
の
一

助
に
な
る
と
い
う
財
団
の
社
会

的
意
義
と
責
任
を
痛
感
し
、
ま

た
次
の
10
年
に
向
け
て
、
新
た

な
助
成
援
助
・
表
彰
の
あ
り
方

を
追
求
し
始
め
る
、
と
い
う
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
も
改
め
て

い
た
し
ま
し
た
。

　
―
こ
れ
ま
で
専
務
理
事
と
し

て
5
年
間
務
め
ら
れ
て
い
た
と

聞
き
ま
す
。
振
り
返
っ
て
み
て

い
か
が
で
す
か
。

　
ナ
ン
バ
ー
2
と
し
て
5
年
間

に
わ
た
り
、
2
人
の
理
事
長
に

仕
え
て
き
ま
し
た
が
自
分
が
理

事
長
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
常
勤
の
理
事
は

代
表
理
事
に
当
た
る
理
事
長
と

業
務
執
行
理
事
に
当
た
る
専
務

理
事
の
2
人
し
か
お
ら
ず
、
昨

年
は
兼
務
だ
っ
た
の
で
苦
労
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
例
年
通
り
の
助
成

や
財
団
表
彰
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
時
が
一
番
し

ん
ど
か
っ
た
思
い
が
あ
り
ま

す
。
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
も
活
動

制
限
に
よ
り
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
と

な
っ
て
研
究
活
動
が
低
調
と
な

り
、
海
外
で
研
鑽
を
つ
む
機
会

が
失
わ
れ
て
ゼ
ロ
に
近
い
年
も

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
比
べ
る
と
今
は
応

募
数
も
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
前
と
同
水

準
に
戻
り
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

よ
っ
て
は
コ
ロ
ナ
前
よ
り
増

え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
特
に
海
外
の
渡
航
応
募
は

顕
著
に
な
っ
て
い
て
い
い
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ

円
安
ド
ル
高
が
続
い
た
こ
と
で

円
建
て
留
学
は
資
金
的
に
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
期
間
中
の
工
夫
や
知

恵
と
し
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が

盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
は
研
究
活

動
に
と
っ
て
大
き
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
従
来
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
学
会
で
も
集
ま
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
が
、
小
規
模
な
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
な
ど
リ
モ
ー

ト
に
よ
る
効
率
化
が
確
立
し
ま

し
た
。
助
成
や
援
助
を
受
け
る

研
究
者
は
所
属
も
バ
ラ
バ
ラ
で

す
が
、
リ
モ
ー
ト
に
よ
っ
て
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
我
々
財

団
の
審
査
委
員
会
も
以
前
は
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

を
期
に
半
分
以
上
が
ズ
ー
ム
に

代
わ
り
ま
し
た
。

　
―
財
団
に
入
る
前
は

N
T
T
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

と
聞
き
ま
す
。

　
N
T
T
で
20
年
勤
め
、
そ

の
後
は
N
T
T
ド
コ
モ
で
11

年
働
き
ま
し
た
。
N
T
T
で

は
主
に
財
務
系
、
当
時
は
経
理

部
と
し
て
資
金
運
用
と
調
達
実

務
を
や
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
の

経
験
は
財
団
で
も
役
に
立
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ド
コ
モ
で
は
主

に
金
融
事
業
と
し
て
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
事
業
や
電
子
マ
ネ
ー
事

業
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
り
、
非

接
触
I
C
を
使
っ
た
モ
バ
イ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
N
T
T
時
代
の
後
半
か
ら

新
し
い
仕
事
を
始
め
る
こ
と
に

関
わ
り
続
け
、
財
団
で
も
学
際

研
究
賞
と
い
う
文
系
理
系
を
ま

た
が
る
新
し
い
賞
を
作
っ
た
り

財
団
と
関
わ
っ
て
き
た
人
々
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
立
ち
上
げ

た
り
、
新
し
い
こ
と
に
も
取
り

組
め
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
分
実
務
担
当
の
ス
タ
ッ
フ
に

は
苦
労
も
か
け
た
と
思
い
ま
す

が
。

　
我
々
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

小
規
模
な
助
成
援
助
枠
な
の

で
、
学
生
か
ら
シ
ニ
ア
な
研
究

者
ま
で
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
示
し
た
り
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
通
じ
て
研
究
者
同
士

が
情
報
交
換
を
通
じ
て
自
然
発

生
的
に
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
応

募
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し

た
。

　
―
既
存
の
財
団
の
事
業
に
つ

い
て
「
重
点
項
目
」 

を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。
ま
た
2
0
2
4

年
度
の
財
団
賞
の
総
評
、

2
0
2
5
年
度
の
財
団
賞
の

期
待
す
る
と
こ
ろ
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

　
電
気
通
信
普
及
財
団
の
事
業

に
お
い
て
は
、「
研
究
調
査
助

成
」
と
「
電
気
通
信
普
及
財
団

賞
」
が
代
表
的
な
事
業
と
な
り

ま
す
。

　「
研
究
調
査
助
成
」
は
、
情

報
通
信
に
関
す
る
研
究
調
査
に

対
す
る
助
成
で
す
。
助
成
額
は

年
3
0
0
万
円
程
度
ま
で
。

助
成
期
間
は
原
則
1
年
間
、
必

要
が
あ
れ
ば
3
年
間
も
可
能
で

す
。
1
9
8
4
年
の
財
団
設

立
初
年
度
よ
り
事
業
を
開
始

し
、
40
年
間
に
3
6
2
9
件

に
対
し
、
約
45
億
円
の
助
成
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
4
年
度
に
お
い
て

は
、
通
常
の
応
募
に
加
え
、
40

周
年
記
念
枠
「
A 

I
時
代
の

デ
ジ
タ
ル
社
会 

（
技
術
・
課

題
）」
の
募
集
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
新
規
の
申
込
件
数
が
5

割
増
の
2
5
5
件
、
総
額
約

5
億
円
に
及
び
、
全
体
と
し

て
1
5
4
件
、
2
億
5
9
8

4
万
円
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

「
電
気
通
信
普
及
財
団
賞
」
は

情
報
通
信
に
関
す
る
優
れ
た

著
作
や
研
究
論
文
を
毎
年
度

表
彰
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら

は
設
立
2
年
目
の
1
9
8
5

年
に
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
約

1
0
0
0
件
の
表
彰
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
人
文
学
・
社
会
科
学
分
野
、

技
術
分
野
、
両
分
野
に
わ
た
る

学
際
分
野
の
3
分
野
に
つ
い

て
、
本
賞
と
学
生
賞
を
設
け
て

い
ま
す
、
毎
年
多
く
の
学
生
も

挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
他
に
も
多
様
な
助

成
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

し
、
博
士
課
程
学
生
等
の
若
手

か
ら
、
精
力
的
に
研
究
に
邁
進

さ
れ
る
中
堅
、
研
究
成
果
の
普

及
に
努
め
ら
れ
る
指
導
者
層
な

ど
、
研
究
者
人
生
全
般
に
寄
り

添
え
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
―
2
0
2
4
年
度
財
団
賞

の
総
評
と
し
て
は
い
か
が
で
す

か
。

　
①
テ
レ
コ
ム
人
文
学
・
社

会
科
学
部
門
、
②
テ
レ
コ
ム

シ
ス
テ
ム
技
術
部
門
、
③
テ

レ
コ
ム
学
際
研
究
部
門
の
3

部
門
に
つ
い
て
、
全
体
と
し

て
1
2
7
点
の
応
募
を
受
け
、

審
査
の
結
果
、
34
点
が
受
賞
の

対
象
と
な
り
、
賞
金
総
額
は

2
0
4
5
万
円
で
し
た
。

　
2
0
2
3
年
度
は
、
受

賞
が
36
点
、
賞
金
総
額
が

2
3
4
0
万
円
で
し
た
の
で
、

　
同
財
団
で
は
5
月
29
日（
木
）

15
:

30
～
18
:

30
（
予
定
）、

情
報
通
信
総
合
研
究
所
（
東
京

都
中
央
区
日
本
橋
人
形
町
2
―

14
―
10
ア
ー
バ
ン
ネ
ッ
ト
日
本

橋
ビ
ル
）
8
階
お
よ
び
オ
ン
ラ

イ
ン
（
Z
o
o
m
）
で
、
東
京

大
学
廣
瀬
通
孝
名
誉
教
授
＝
写

真
＝
を
講
師
に
招
い
た
「
第
5

回
（
2
0
2
5
年
）
電
気
通

信
普
及
財
団
賞
特
別
講
演
・
交

流
会
」
を
開
催
す
る
。

　
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
第
一
部
（
15
:

40
－

16
:

55
）
で
は
廣
瀬
教
授
が

「
V
R
と
こ
れ
か
ら
の
社
会
」

と
題
し
て
講
演
を
開
催
。
第
二

部
（
17
:

00
～
17
:

30
）
で
は
、

第
40
回
財
団
賞
受
賞
者
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
と
質
疑
応
答
（
1
人

1
分
程
度
）を
実
施
す
る
予
定
。

そ
の
後
、
会
場
限
定
と
し
て
懇

親
会
も
予
定
し
て
い
る
。

　
廣
瀬
教
授
の
略
歴
は
次
の
通

り
。

　【
略
歴
】廣
瀬
通
孝（
ひ
ろ
せ
・

み
ち
た
か
）
氏
。
東
京
大
学
名

誉
教
授
、
東
京
大
学
先
端
科
学

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
・
サ
ー
ビ

ス
V
R
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
。
昭
和
29
年
5
月
7
日
生

ま
れ
、神
奈
川
県
鎌
倉
市
出
身
。

昭
和
57
年
3
月
、
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科
博
士
課
程

修
了
。
工
学
博
士
。
同
年
東
京

大
学
工
学
部
講
師
、
昭
和
58
年

東
京
大
学
工
学
部
助
教
授
、
平

「
第
5
回
電
気
通
信
普
及
財
団
賞
特
別
講
演
・
交
流
会
」

5
月
29
日
開
催
、
講
師
に
東
大
名
誉
教
授
の
廣
瀬
氏

成
11
年
東
京
大
学
大
学
院
工
学

系
研
究
科
教
授
、
東
京
大
学
先

端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
教

授
、
平
成
18
年
東
京
大
学
大
学

院
情
報
理
工
学
系
研
究
科
教

授
、
平
成
30
年
東
京
大
学
連
携

研
究
機
構
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
機
構

長
な
ど
を
歴
任
。
令
和
2
年
4

月
よ
り
現
職
。
専
門
は
シ
ス
テ

ム
工
学
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
イ
ン

タ
フ
ェ
ー
ス
、
バ
ー
チ
ャ
ル
・

リ
ア
リ
テ
ィ
。
主
な
著
書
に

「
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
」

（
産
業
図
書
）。「
ヒ
ト
と
機
械

の
あ
い
だ
」（
岩
波
書
店
）
な

ど
多
数
。
総
務
省
情
報
化
月
間

推
進
会
議
議
長
表
彰
、
東
京
テ

ク
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
ゴ
ー
ル
ド
メ

ダ
ル
賞
、
大
川
出
版
賞
、
な
ど

受
賞
。
日
本
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア

リ
テ
ィ
学
会
会
長
、
日
本
機
械

学
会
フ
ェ
ロ
ー
、
産
業
技
術
総

合
研
究
所
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
、
情
報
通
信
研
究
機
構
プ
ロ

グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
等
を

歴
任
。

表
彰
の
規
模
と
し
て
は
、
前
年

度
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
2
0
2
0
年

度
に
賞
金
を
倍
増
、
2
0
2
1

年
度
に
テ
レ
コ
ム
学
際
研
究
部

門
を
新
設
し
た
他
、
一
般
の
広

報
活
動
に
加
え
、
学
会
、
出
版

社
、
企
業
、
研
究
機
関
等
へ
の

個
別
の
ご
案
内
や
、
過
去
の
受

賞
者
や
助
成
金
受
給
者
を
通
じ

た
働
き
掛
け
な
ど
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
申
込
及
び
採
択

件
数
は
2
0
1
9
年
度
の
2

倍
以
上
、
授
賞
金
額
は
4
倍
の

規
模
で
近
年
推
移
し
て
い
ま

す
。

　
選
考
対
象
の
拡
大
に
対
応
す

る
た
め
、
各
著
作
・
論
文
に
つ

い
て
研
究
者
2
名
に
よ
る
予
備

審
査
を
行
う
な
ど
、
審
査
体
制

も
1
0
0
名
体
制
で
充
実
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
や
は
り
A
I
を
含

む
作
品
が
多
く
見
ら
れ
時
代
を

反
映
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
、

開
始
間
も
な
い
テ
レ
コ
ム
学
際

研
究
部
門
に
お
い
て
は
、
特
例

表
彰
を
設
け
、
2
件
を
表
彰
し

た
の
で
す
が
、
色
彩
は
大
き
く

異
な
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も

A
I
関
連
作
品
で
し
た
。

　
特
例
表
彰
と
は
、
学
際
研
究

部
門
の
審
査
会
に
お
い
て
、「
学

際
性
」
の
考
え
方
、す
な
わ
ち
、

研
究
分
野
が
複
数
に
ま
た
が
る

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

研
究
の
あ
り
方
・
公
表
の
仕
方

に
つ
い
て
も
、
将
来
の
方
向
性

を
示
す
指
針
に
な
り
う
る
と
評

価
で
き
る
上
、
創
設
間
も
な
い

本
学
際
研
究
部
門
表
彰
の
今
後

の
発
展
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て

重
要
な
意
義
を
も
つ
と
考
え
ら

れ
る
も
の
を
、
毎
年
熱
心
な
議

論
を
経
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
1
件
目
は
株
式
会
社
P
r

e
f
e
r
r
e
d 

N
e
t
w

o
r
k
s
　
共
同
創
業
者 

代

表
取
締
役 

最
高
技
術
責
任
者 

最
高
研
究
責
任
者
の
岡
野
原
　

大
輔
氏
に
よ
る
「
拡
散
モ
デ
ル

－
デ
ー
タ
生
成
技
術
の
数
理
」。

一
般
的
に
こ
の
よ
う
な
最
先
端

技
術
は
洋
書
で
出
版
さ
れ
、
研

究
者
は
英
語
で
理
解
す
る
か
翻

訳
本
を
苦
労
し
て
利
用
し
ま
す

が
、
本
書
は
日
本
語
で
書
か
れ

た
、
わ
か
り
や
す
い
素
晴
ら
し

い
教
科
書
。
日
本
発
の
A
I 

ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
の
創
始
者
で

あ
る
と
同
時
に
、
啓
も
う
活
動

に
も
多
く
の
努
力
を
払
い
、
日

本
の
多
く
の
技
術
者
を
育
て
た

貢
献
が
極
め
て
高
く
評
価
さ

れ
、
3
月
28
日
に
帝
国
ホ
テ
ル

で
実
施
し
た
贈
呈
式
に
お
い

て
、
岡
野
原
氏
1
名
だ
け
特
別

に
プ
レ
ゼ
ン
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

　
2
件
目
は
公
立
は
こ
だ
て
未

来
大
学
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学

部 

美
馬 

の
ゆ
り
教
授
に
よ
る

「
A
I 

の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
：

未
来
を
変
え
る
あ
な
た
へ
」。

本
書
は
、
豊
か
な
専
門
知
識
を

持
つ
大
学
教
授
が
、
小
学
校
高

学
年
か
ら
中
学
ま
で
の
生
徒
向

け
に
執
筆
さ
れ
た
A
I 

に
つ

い
て
の
啓
蒙
書
で
す
。
小
中
学

校
の
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
と
い
う

社
会
貢
献
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

　
―
2
0
2
5
年
度
財
団
賞

へ
の
期
待
は
ど
う
で
す
か
。

　
や
は
り
特
に
、
学
際
研
究
部

門
の
充
実
強
化
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
情
報
通
信
は
社
会
経
済
の
基

盤
で
あ
り
、
そ
の
研
究
の
対
象

も
、
社
会
経
済
全
般
に
及
ん
で

い
ま
す
。

　
2
0
2
1
年
度
に
創
設
し

た
学
際
研
究
部
門
に
つ
い
て

は
、
技
術
の
社
会
経
済
へ
の
実

装
も
含
め
て
広
く
表
彰
の
対
象

と
す
べ
き
、
と
い
う
意
見
が
審

査
委
員
の
中
に
あ
り
、
今
後
の

充
実
強
化
が
最
も
期
待
さ
れ
て

い
る
部
門
と
受
け
と
め
て
い
ま

す
。

　
―
2
0
2
4
年
度
に
お
け

る
「
電
気
通
信
普
及
財
団
の
設

立
40
周
年
記
念
事
業
」
と
し
て

新
た
に
募
集
、
助
成
さ
れ
た

「
A 

I
時
代
の
デ
ジ
タ
ル
社

会 （
技
術
・
課
題
）」
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た

2
0
2
5
年
度
予
定
さ
れ
て

い
る
新
規
事
業
等
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
財
団
設
立
40
周
年
を
記
念
し

て
、研
究
調
査
助
成
に
お
い
て
、

通
常
の
募
集
の
他
に
、
重
複
が

認
め
ら
れ
る
特
別
枠
の
募
集
を

行
い
ま
し
た
。

　
特
別
枠
の
テ
ー
マ
を
選
定
す

る
に
際
し
て
は
、
2
0
2
2

年
度
と
2
0
2
3
年
度
に
研

究
調
査
助
成
に
採
択
さ
れ
た
申

込
書
記
載
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
分

類
し
、
主
た
る
研
究
分
野
を
整

理
し
た
う
え
で
、
こ
れ
を
も
と

に
審
査
委
員
の
先
生
皆
様
に
精

力
的
に
ご
議
論
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
最
終
的
に
財
団
と
し
て
の
期

待
が
人
文
学
・
社
会
科
学
分
野
、

技
術
分
野
問
わ
ず
、
幅
広
い
研

究
者
に
伝
わ
る
よ
う
に
「
A 

I
時
代
の
デ
ジ
タ
ル
社
会 （
技

術
・
課
題
）」
と
決
定
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
結
果
と
し
て
研
究
調
査
助

成
の
応
募
が
前
年
の
5
割
増

し
と
な
る
ま
で
応
募
が
増
え
、

通
常
枠
1
2
3
件
を
上
回
る

1
3
2
件
が
特
別
枠
に
申
し

込
ま
れ
、
正
に
時
宜
を
得
た
企

画
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
40
周
年
記
念
枠
に
対
し
て
は

A
I
時
代
の
デ
ジ
タ
ル
社
会

を
実
現
す
る
A
I
や
未
来
の

通
信
技
術
に
加
え
、
そ
れ
ら
が

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
及
ぼ
す
影
響

や
課
題
な
ど
、
幅
広
い
先
端
的

な
研
究
テ
ー
マ
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
電
気
通
信
普
及
財
団
賞
も
図

ら
ず
も
、
A
I
や
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
作
品
応
募
が
多
く
、
当

分
野
に
お
い
て
当
財
団
が
、
今

後
も
注
目
い
た
だ
く
き
っ
か
け

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
一
方
で
通
常
募
集
の
枠
に
つ

い
て
も
次
世
代
通
信
を
支
え
る

要
素
技
術
や
V
R
、
I
O
T

等
の
最
先
端
技
術
の
提
案
や
、

情
報
通
信
を
医
療
や
教
育
と

い
っ
た
社
会
的
課
題
の
解
決
に

役
立
て
、
応
用
す
る
た
め
の
研

究
な
ど
特
別
枠
に
負
け
ず
に
興

味
深
い
研
究
が
数
多
く
含
ま
れ

て
お
り
、
相
乗
効
果
が
あ
っ
た

も
の
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、「
電
気
通
信
普
及

財
団
の
設
立
40
周
年
記
念
事

業
」
と
し
て
は
、
財
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
h
t
t
p
s
:
/
/

w
w
w
.
t
a
f
.
o
r
.

j
p
/
）
に
お
い
て
、
40
年
の

助
成
・
援
助
・
表
彰
実
績
を
ま

と
め
た
「
デ
ジ
タ
ル
資
料
集
」

を
作
成
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

財
団
の
事
業
活
動
や
、
情
報
通

信
に
お
け
る
研
究
活
動
の
ご
理

解
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

　
―
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
当
財
団
の
審
査
委
員
の
中
に

は
、
か
つ
て
財
団
賞
を
受
賞
さ

れ
、
受
賞
し
た
こ
と
自
体
が
、

そ
の
後
の
研
究
活
動
の
支
え
と

な
っ
た
と
仰
っ
て
い
る
方
が
お

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
生
、
特

に
技
術
系
の
学
生
は
、
指
導
教

官
や
研
究
室
の
先
輩
同
僚
等
を

通
じ
て
財
団
の
事
業
活
動
を
認

知
し
応
募
し
て
く
る
場
合
が
圧

倒
的
に
多
く
、
他
の
研
究
者
と

の
情
報
交
換
や
交
流
を
通
じ
て

触
発
さ
れ
、
促
進
さ
れ
る
面
が

あ
り
ま
す
。

　
受
賞
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
い
わ
ば
受
賞
後
に
財

団
を
め
ぐ
る
そ
う
し
た
研
究
活

動
の
進
展
を
実
現
で
き
る
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
重
要
性

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
5
年
3
月
28
日
に

贈
呈
式
、
40
周
年
記
念
講
演
会

及
び
祝
賀
会
・
懇
親
会
を
開
催

し
た
の
も
、
研
究
者
の
交
流
が

大
き
な
目
的
で
あ
り
、
そ
の
模

様
を
電
波
タ
イ
ム
ズ
紙
に
報
じ

て
頂
い
た
こ
と
も
、
こ
の
よ
う

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
寄

与
す
る
も
の
と
、
有
り
難
く
受

け
と
め
て
い
ま
す
。

　
―
毎
年
定
期
的
に
特
別
講
演

会
と
交
流
会
を
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
財
団
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
受
賞
者
同
士
の
意
見
交

換
や
交
流
の
場
つ
く
り
を

2
0
2
1
年
度
か
ら
始
め
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
慶
応
義
塾
大
学

理
工
学
部
の
山
中
直
明
教
授
と

宇
宙
飛
行
士
の
山
崎
直
子
さ

ん
、
京
都
大
学
大
学
院
の
依
田

高
典
教
授
、
慶
応
義
塾
大
学
の

國
領
二
郎
教
授
、
東
京
大
学
大

学
院
の
森
川
博
之
教
授
と
い
っ

た
錚
々
た
る
先
生
に
ご
講
演
を

頂
い
た
後
、
財
団
賞
の
受
賞
者

同
士
に
よ
る
意
見
交
換
と
討
論

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
東
京
大
学
名
誉
教
授

で
、
今
年
か
ら
審
査
委
員
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
く
廣
瀬
通
孝
先

生
に
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ

の
第
一
人
者
と
し
て
「
V
R

と
こ
れ
か
ら
の
社
会
」
を
テ
ー

マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

廣
瀬
先
生
は
V
R
の
日
本
の

権
威
で
あ
り
、
面
白
い
話
も
聞

け
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
か

ら
は
審
査
員
に
も
加
わ
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
リ
ア
ル
参
加
を
メ
イ
ン
と
し

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
、
懇

親
会
も
含
め
親
交
を
深
め
て
い

た
だ
く
べ
く
、
情
報
通
信
総
合

研
究
所
の
8
階
ワ
ン
フ
ロ
ア
を

お
借
り
し
て
開
催
い
た
し
ま

す
。

　
財
団
賞
の
受
賞
者
同
士
の
意

見
交
換
や
交
流
を
通
じ
て
、
情

報
通
信
に
関
す
る
研
究
が
活
性

化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
こ

う
し
た
活
動
を
さ
ら
に
進
化
さ

せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま

す
。

　
―
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
当
財
団
は
、
創
設
か
ら

40
年
で
、
約
1
万
件
、
約

1
0
0
億
円
の
助
成
援
助
・

表
彰
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
対

象
と
な
っ
た
研
究
者
は
、
大
学

（
学
生
含
む
）、
政
府
等
の
研
究

機
関
、
テ
レ
コ
ム
・
メ
ー
カ
ー

企
業
の
研
究
所
等
、
様
々
な
組

織
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
採
択

や
受
賞
と
い
う
形
で
、
せ
っ
か

く
財
団
と
ご
縁
が
で
き
る
わ
け

で
す
か
ら
、
自
身
の
研
究
活
動

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め

に
、
こ
れ
ら
研
究
者
・
研
究
活

動
が
、
以
後
も
互
い
に
接
点
を

持
っ
て
、
互
い
に
触
発
・
共
鳴

し
合
う
、
そ
の
た
め
の
情
報
交

換
・
意
見
交
換
が
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
交
流
の
場
を
作

れ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
考

え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
の

形
が
ご
紹
介
し
た
2
0
2
1

年
度
に
始
め
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
す
が
、
こ
れ
は
そ
の
入
り
口

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
時
期
を
明
確
に
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
研
究
者
同
士
が

自
由
に
交
流
で
き
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
参
加
型
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
、
近
い
将
来
に
財

団
と
し
て
作
っ
て
い
け
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
を
思
い
描
い

て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
自
然
発

生
的
に
互
い
に
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
る
「
交
流
の
場
」
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、

そ
し
て
財
団
か
ら
も
最
新
情
報

を
発
信
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
研
究

者
に
、
財
団
の
事
業
活
動
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
頂
き
、
次

の
研
究
活
動
へ
の
支
援
の
選
択

肢
と
し
て
、
財
団
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
活
用
を
考
え
て
頂
く
こ
と
も

念
願
し
て
お
り
ま
す
。
情
報
通

信
分
野
の
研
究
活
動
の
幅
広
い

礎
と
な
れ
る
よ
う
、
今
後
と
も

工
夫
と
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。

　
―
昨
今
の
情
報
通
信
研
究
を

巡
る
状
況
に
つ
い
て
思
う
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
か
。

　
研
究
者
の
活
動
の
経
済
的
基

盤
と
な
っ
て
い
る
国
や
大
学
の

予
算
で
実
学
重
視
の
傾
向
が
強

ま
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
話
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
社
会
実
装

に
近
い
研
究
に
よ
り
予
算
配

分
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た
先

生
は
基
礎
研
究
の
積
み
上
げ
が

大
事
と
い
う
方
も
多
い
。
我
々

と
し
て
は
そ
う
い
う
基
礎
的
研

究
の
部
分
に
も
光
を
当
て
、
若

手
研
究
者
の
登
竜
門
に
な
れ
た

ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
ポ
ス
ト
不
足
に
よ
り
優

秀
な
研
究
者
が
最
先
端
の
研
究

の
道
を
諦
め
る
と
い
う
問
題
も

あ
り
ま
す
、
世
界
の
大
学
ラ
ン

キ
ン
グ
で
見
れ
ば
日
本
の
大
学

は
上
位
で
は
な
く
、
世
界
的
に

引
用
論
文
数
も
他
国
に
比
べ
相

対
的
な
順
位
は
低
下
し
て
お

り
、
ひ
い
て
は
日
本
の
国
力
に

も
関
わ
る
問
題
だ
と
思
い
ま

す
。

　
政
府
の
十
兆
円
構
想
と
い
う

話
も
あ
り
ま
す
が
、
国
が
最
先

端
科
学
技
術
研
究
に
力
を
入
れ

る
こ
と
を
願
い
、
我
々
民
間
も

一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

第４０回贈呈式の様子

創立記念式典では川添雄彦 NTT 副社長も講演


